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新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

新
小
岩
駅

平
和
橋
通
り

松
島
四
丁
目
公
園

市川方面→

松
島
通
り

新
小
岩
診
療
所

↓

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
8:45～
11:30

田村所長
(内科)

田村所長
(内科)

佐藤武文
(内科・

神経内科)
田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)

江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14:00～
16:00

田村所長
(内科)

外来休診

田村所長
(訪問診療)

青山麻織
糖尿病・予約制

佐野裕之
(訪問診療)

田村所長
(内科)
訪問診療
根岸美帆

外来休診

休診田村所長
(訪問診療)

夜間
17:30～
19:30

休診
田村所長
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村所長
(内科)

休診

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 石田香苗 松村所長

石田香苗
注②

診療受付
10:00～
12:30

古寺紘人

第1.3.5
森田
第2.4

工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①
予約外来
松村所長

注①
予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①
予約外来
松村所長

古寺紘人 休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

セブンイレブン

マ
イ
バ
ス
ケ
ッ
ト

葛
西
み
な
み
高
校
入
口

環
七
通
り

浦安方面→
葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
→

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:00は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:00～12:30の間にお越しください。

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村浩生 杉本英樹

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
外来休診

高野所長
外来休診

休診
訪問診療 訪問診療

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

※休診日は日曜・祭日・年末年始

↑
バスターミナル

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今井街道

本八幡方面→

ローソン↓

一之江駅

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
お
金

の
心
配
な
く
、
必
要
な
医
療
や
介

護
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
国
民
の

願
い
で
あ
る
と
と
も
に
、
憲
法
で

保
障
さ
れ
た
権
利
」
…
秋
晴
れ
の

空
に
集
会
ア
ピ
ー
ル
が
響
き
渡
り

ま
し
た
。

「
い
の
ち
ま
も
る
医
療
・
社
会
保

障
を
立
て
直
せ
！
国
民
総
行
動
」

が
10
月
20
日
、
日
比
谷
野
外
音
楽

堂
を
メ
イ
ン
会
場
に
全
国
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
つ
な
い
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
江
戸
川
健
康
友
の
会
も
東

部
地
域
の
30
人
の
仲
間
と
と
も
に

参
加
し
ま
し
た
。

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
現
場
の

医
師
や
看
護
師
、
保
健
師
、
保
育

士
な
ど
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
方
々
が
登
壇
し
、
長
期
化

す
る
コ
ロ
ナ
禍
で
「
助
か
る
い
の

ち
が
救
え
な
い
」
医
療
崩
壊
や
、

感
染
拡
大
を
止
め
る
た
め
に
奮
闘

し
て
き
た
保
健
所
な
ど
の
実
態
を

告
発
し
ま
し
た
。
あ
わ

せ
て
岸
田
政
権
に
よ
る

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
を
口
実
に
し
た

「
改
憲
と
軍
事
費
倍

増
」
を
批
判
し
ま
し

た
。「

人
手
の
不
足
す
る

医
療
・
介
護
の
現
場
」

や
「
低
賃
金
下
で
奮
闘

す
る
保
育
の
現
場
」
な

ど
の
処
遇
改
善
と
物
価

高
に
対
応
す
べ
き
賃
金

ア
ッ
プ
な
ど
を
求
め
て

訴
え
ま
し
た
。
保
険
診
療
を
行
う

診
療
所
の
医
師
・
歯
科
医
な
ど
の

方
は
、
75
才
以
上
の
高
齢
者
の
医

療
費
が
２
割
負
担
に
な
っ
た
こ
と

を
受
け
て
「
受
診
を
た
め
ら
う
人

が
出
て
い
る
」
と
し
て
健
康
悪
化

を
心
配
し
、
保
健
医
療
の
充
実
を

求
め
ま
し
た
。

集
会
は

①
医
療
・
社
会
保
障
の

拡
充
で
、
い
の
ち
と
人
権
を
守
る

政
治
へ
の
転
換

②
医
師
、
看
護

師
、
介
護
士
・
保
育
士
な
ど
の
大

幅
増
員
・
処
遇
改
善
、
公
衆
衛
生

の
充
実

③
患
者
・
利
用
者
の
負
担

増
ス
ト
ッ
プ

④
平
和
な
く
し
て
医

療
・
介
護
・
福
祉
な
し
ー
な
ど
、

集
会
ア
ピ
ー
ル
を
拍
手
で
採
択
。

銀
座
方
面
へ
向
け
て
パ
レ
ー
ド
を

行
い
ま
し
た
。

（
黒
木
）

※
エ
ッ
セ
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

感
染
リ
ス
ク
の
あ
る
中
で
も
私
達

が
生
活
し
て
い
く
上
で
「
必
要
不

可
欠
な
仕
事
」
、
国
民
生
活
の
根

幹
を
支
え
る
医
療
や
福
祉
、
保
育

な
ど
私
達
の
生
活
を
維
持
す
る
た

め
に
現
場
で
働
き
続
け
な
く
て
は

軍
事
費
削
り
医
療
・
介
護
へ

社
会
保
障
を
立
て
直
せ
総
行
動

４
ペ
ー
ジ
で
発
行
し
て
い
ま
す

※午前の受付時間は水・土のみ 9：00～12：30です

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして 2022年11月10日 第123号

10‣20

↑
日比谷野外音楽
堂のステージで
アピール

←厚生労働省に
向ってアピール
する江戸川健康
友の会参加者
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編
集
後
記

▼
先
月
号
記

載
の
全
国
交
流
集
会
に
は
視
聴

会
で
参
加
。
そ
の
中
で
「
山
梨

勤
医
協
再
建
」
の
記
録
映
像
に

は
大
い
に
感
動
し
た
。
絶
望
的

な
情
勢
を
切
り
拓
い
て
い
く
知

恵
と
信
頼
と
献
身
性
の
勝
利

だ
っ
た
。
故
郷
山
梨
で
父
母
が

共
立
病
院
で
お
世
話
に
な
っ
て

い
な
が
ら
何
も
知
ら
な
か
っ
た

▼
最
近
コ
ロ
ナ
の
ニ
ュ
ー
ス
を

見
な
い
人
が
増
え
て
い
る
と
い

う
。
毎
日
死
者
が
出
て
い
る
の

に
。
統
一
協
会
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
よ
う
に
連
日
新
し
い
ニ
ュ
ー

ス
が
あ
れ
ば
見
る
け
れ
ど
、
こ

れ
も
報
道
の
加
減
で
ど
う
な
る

か
わ
か
ら
な
い
。
ま
し
て
骨
の

あ
る
ス
タ
ッ
フ
が
お
ろ
さ
れ
る

昨
今
だ
。
あ
き
ら
め
ず
若
者
を

も
惹
き
つ
け
る
報
道
に
期
待
す

る
。

（
小
林
）

友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼
俳
句

三
郷
市

石
塚

ふ
さ
子

流
れ
雲
月
夜
に
ゆ
れ
る
萩
の
花

天
空
の
い
づ
こ
に
あ
り
や
友
の
星

秋
嵐
一
夜
で
寒
し
雨
の
音

北
葛
西

石
甲
斐

初
魚

夜
釣
り
た
だ
銀
鱗
美
し
き
東
京
湾

は

饒
舌
の
色
鳥
見
え
て
秋
の
空

い
ろ
ど
り

秋
草
の
女
名
よ
ろ
し
男
名
ま
た

お
ん
な
な

お
と
こ
な

▼
川
柳

江
戸
川

小
林

功

新
保
険
証
２
割
の
文
字
が
つ
き
刺
さ
り

旅
行
行
け
ぬ
者
に
支
援
の
不
公
平

政
策
協
定
こ
れ
じ
ゃ
統
一
自
民
党

中
葛
西

佐
々
木
ゆ
づ
き

大
丈
夫
自
分
だ
け
は
を
詐
欺
が
釣
る

平
服
の
筈
が
ど
な
た
も
ご
正
装

主
役
張
る
自
作
自
演
の
独
裁
者

▼
短
歌

中
央

二
瓶

誠
一

コ
ロ
ナ
禍
も
季
節
の
移
ろ
い
確
か
な
り
マ
ス
ク
を
と
れ
ば
金
木
犀
の
香

急
げ
ど
も
行
き
も
帰
り
も
遠
ま
わ
り
金
木
犀
の
香
り
に
ひ
か
れ

蕎
麦
店
の
「
パ
ー
ト
募
集
」
に
佇
み
て
媼
は
み
つ
め
る
国
葬
の
日
に

お
う
な

亀
戸
十
三
間
通
り
、「
い
な
き

や
（
衣
料
店
）
」
の
裏
手
に
棟
を

寄
せ
あ
う
木
造
ア
パ
ー
ト
は
、

ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
余
波
が
運
ん

で
来
た
子
供
た
ち
で
溢
れ
て
い

ま
し
た
。
路
地
は
メ
ン
コ
や

ベ
ー
ゴ
マ
、
「
ケ
ン
ケ
ン
パ
ッ
」

の
声
で
賑
や
か
で
し
た
。
戦
後

十
年
を
数
え
る
か
と
い
う
時

代
、
数
年
後
の
路
地
は
フ
ラ

フ
ー
プ
が
ぶ
つ
か
り
あ
い
ま

す
。「

皆
さ
ん
、
何
か
知
っ
て
る
字

は
あ
り
ま
す
か
。
第
一
亀
戸
小

学
校
入
学
の
日
、
一
年
一
組
の

教
室
で
、
五
十
名
の
児
童
と
そ

の
保
護
者
た
ち
を
前
に
担
任
の

女
先
生
が
聞
き
ま
し
た
。
ボ
ク

は
元
気
に
手
を
挙
げ
、
黒
板
に

大
き
く
「
質
」
と
書
き
ま
し

た
。
得
意
げ
に
後
ろ
の
母
を
見

る
と
、
目
が
三
角
に
釣
り
上

が
っ
て
い
ま
す
。
先
生
も
何
も

言
い
ま
せ
ん
。
ア
パ
ー
ト
近
く

の
質
屋
さ
ん
の
、
大
き
な
看
板

と
暖
簾
を
毎
日
見
て
い
た
ボ
ク

が
最
初
に
覚
え
た
字
で
す
か
ら

仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

木
工
所
の
丸
太
置
き
場
、
空

き
地
の
マ
ン
ホ
ー
ル
、
と
定
番

の
遊
び
場
か
ら
程
近
い
所
に
、

タ
イ
ル
の
壁
と
床
、
二
つ
の
湯

船
が
野
ざ
ら
し
の
ま
ま
の
銭
湯

跡
が
あ
り
ま
し
た
。
何
で
も
爆

弾
で
こ
う
な
っ
た
の
だ
と
か
。

そ
こ
を
戦
場
に
、
ガ
キ
共
は
銀

玉
ピ
ス
ト
ル
を
撃
ち
合
い
ま
し

た
。駅

前
で
は
時
折
、
白
い
着
流

し
の
男
た
ち
が
、
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
と
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
伴
奏
に

歌
っ
て
い
る
場
面
に
遭
遇
し
ま

し
た
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
挟
ん
だ

義
手
の
鈎
、
振
り
分
け
た
着
物

か
ら
見
え
る
、
革
バ
ン
ド
で
装

着
さ
れ
た
義
足
は
怖
か
っ
た
！

「
ま
だ
い
る
ん
だ
ね
え
、
シ
ョ
ウ

イ
グ
ン
ジ
ン
」
と
つ
ぶ
や
い
た

母
。亀

戸
は
藤
の
社
に
萩
の
寺
焼

け
跡
け
ぶ
る
母
の
眼
裏

ボ
ク
は
時
々
、
亀
戸
天
神
ま

で
行
っ
て
は
、
池
か
ら
亀
を
一

匹
連
れ
帰
り
ま
し
た
。
し
ば
ら

く
の
間
タ
ラ
イ
桶
で
飼
っ
て

は
、
別
の
亀
と
取
替
え
に
行
く

の
で
す
。
今
年
四
月
の
「
藤
ま

つ
り
」
、
池
を
の
ぞ
く
と
亀
が
数

匹
寄
っ
て
来
ま
し
た
。
私
の
こ

と
を
覚
え
て
い
た
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

長
じ
て
教
員
と
な
っ
た
私

は
、
あ
る
年
、
亀
戸
の
高
校
に

異
動
、
大
き
な
「
質
」
の
字
を

横
目
に
通
勤
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
「
い
な
き
や
」
裏
の

ゾ
ー
ン
は
、
佇
ま
い
こ
そ
大
き

く
変
わ
っ
た
も
の
の
、
私
の
目

に
は
モ
ノ
ク
ロ
の
ま
ま
に
映
る

の
で
し
た
。
タ
ル
コ
フ
ス
キ
ー

の
映
画
『
ス
ト
ー
カ
ー
』
の
よ

う
に
、
こ
の
ゾ
ー
ン
は
子
供
時

代
の
私
が
い
る
異
界
な
の
で

す
。

東京都

東小松川 小林 秀利

亀
戸
モ
ノ
ク
ロ
断
想

江
戸
川
健
康
友
の
会
は
10
月
19
日

葛
西
み
な
み
診
療
所
ホ
ー
ル
で
保
健

講
座
を
ひ
ら
き
、
14
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
大
島
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
江
東
）
か
ら
２
人
の
訪
問
看
護
師
さ

ん
に
来
て
い
た
だ
き
、
寒
さ
に
向
う

「
こ
れ
か
ら
の
感
染
対
策
」
を
テ
ー
マ

に
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
冬
は
新
型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
同
時
流
行
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。
感
染
症
と
は
、
ウ
イ
ル
ス

や
細
菌
な
ど
の
病
原
体
が
体
内
に
侵

入
し
て
増
殖
し
た
こ
と
で
起
き
る
こ

と
。
感
染
が
成
立
す
る
に
は
感
染

源
・
感
染
経
路
・
感
受
性
宿
主
の
３

つ
が
そ
ろ
う
こ
と
で
感
染
す
る
こ

と
。
予
防
へ
の
心
が
け
は
こ
の
三
要

素
の
つ
な
が
り
を
断
ち
切
れ
ば
感
染

予
防
の
徹
底
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
私
た
ち
が
コ
ロ
ナ
生
活
で
経

験
し
て
い
る
、
手
洗
い
、
清
掃
、
マ

ス
ク
な
ど
に
心
が
け
る
こ
と
が
大
切

だ
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
冬
場
で
多
い
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
食
中
毒
へ
の
注
意
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
も
毎
年
一
千
万

人
が
罹
患
。
65
才
以
上
の
区
民
は
無

料
で
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
る
の
で

利
用
し
ま
し
ょ
う
、
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
は
、

鼻
腔
・
口
腔
・
目
の
粘
膜
を
介
し
て

体
内
に
入
る
の
で
マ
ス
ク
の
正
し
い

つ
け
方
に
心
が
け
ま
し
よ
う
。

捨てがたい着物を
リメイクで甦らせよう

●毎週(金)10 時～ 13時

●葛西みなみ診療所５ F

●飲み物は各自持参

●14人程度（予約制）

着物リメイクの会

コロナとインフルエンザ 同時流行が心配

友の会が冬場に向け保健講座

○さわやか喫茶（食事会）

○囲碁将棋クラブ

○コカリナサークル

○健康体操

○うたごえ喫茶

○カラオケサークル

○カラオケお楽しみ会

〇ほっとカフェ

○手芸サークル

休
止
中
の
サ
ー
ク
ル

「
な
ん
で
も
相
談
会
」

暮
ら
し
の
こ
と
、
悩
み
ご
と

今
年
も
江
戸
川
社
会
保
障
推
進
協
議

会
主
催
の
な
ん
で
も
相
談
会
が
10
月
22

日
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

昨
年
よ
り
多
い
、
35
名
の
方
が
相
談

に
訪
れ
ま
し
た
。
相
談
の
内
訳
は
医
療
・

介
護
が
５
件
、
住
宅
６
件
、
年
金
５
件
、

税
金
２
件
、
相
続
・
法
律
12
件
、
生
活

問
題
８
件
、
そ
の
他
２
件
で
し
た
。

今
年
の
特
徴
と
し
て
は
相
続
絡
み
の

相
談
や
一
人
で
何
件
も
と
複
合
的
な
相

談
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

友
の
会
は
船
堀
駅
前
で
ハ
ン
ド
マ
イ

ク
宣
伝
と
相
談
会
の
案
内
チ
ラ
シ
を
配

り
ま
し
た
。
チ
ラ
シ
を
受
け
取
り
な
が

ら
相
談
す
る
方
も
多
く
あ
り
、
会
場
の

案
内
も
し
ま
し
た
。

（
猪
瀬
）

歴史の真実を語り継ぐ
「第22回 戦争展in江戸川」

10月１日・２日に開催され、タワーホール

船堀の広い会場に、両日を合わせて1000名近

い人が参集し、広島・長崎の被爆や東京大空

襲被害の実相、戦時中の暮らしなどの展示、

平和への取り組みなどに見入りました。

多彩な催しを通じて平和をまもり「戦争の

できる国」を許さない思いを確認しあう場と

なりました。 (伊藤）
リトルボーイの模型を見る親子

スライドでの分かりやい説明に耳を傾ける参加者
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新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

新
小
岩
駅

平
和
橋
通
り

松
島
四
丁
目
公
園

市川方面→

松
島
通
り

新
小
岩
診
療
所

↓

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
8:45～
11:30

田村所長
(内科)

田村所長
(内科)

佐藤武文
(内科・

神経内科)
田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)

江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14:00～
16:00

田村所長
(内科)

外来休診

田村所長
(訪問診療)

青山麻織
糖尿病・予約制

佐野裕之
(訪問診療)

田村所長
(内科)
訪問診療
根岸美帆

外来休診

休診田村所長
(訪問診療)

夜間
17:30～
19:30

休診
田村所長
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村所長
(内科)

休診

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 石田香苗 松村所長

石田香苗
注②

診療受付
10:00～
12:30

古寺紘人

第1.3.5
森田
第2.4

工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①
予約外来
松村所長

注①
予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①
予約外来
松村所長

古寺紘人 休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

セブンイレブン

マ
イ
バ
ス
ケ
ッ
ト

葛
西
み
な
み
高
校
入
口

環
七
通
り

浦安方面→
葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
→

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:00は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:00～12:30の間にお越しください。

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村浩生 杉本英樹

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
外来休診

高野所長
外来休診

休診
訪問診療 訪問診療

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

※休診日は日曜・祭日・年末年始

↑
バスターミナル

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今井街道

本八幡方面→

ローソン↓

一之江駅

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
お
金

の
心
配
な
く
、
必
要
な
医
療
や
介

護
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
国
民
の

願
い
で
あ
る
と
と
も
に
、
憲
法
で

保
障
さ
れ
た
権
利
」
…
秋
晴
れ
の

空
に
集
会
ア
ピ
ー
ル
が
響
き
渡
り

ま
し
た
。

「
い
の
ち
ま
も
る
医
療
・
社
会
保

障
を
立
て
直
せ
！
国
民
総
行
動
」

が
10
月
20
日
、
日
比
谷
野
外
音
楽

堂
を
メ
イ
ン
会
場
に
全
国
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
つ
な
い
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
江
戸
川
健
康
友
の
会
も
東

部
地
域
の
30
人
の
仲
間
と
と
も
に

参
加
し
ま
し
た
。

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
現
場
の

医
師
や
看
護
師
、
保
健
師
、
保
育

士
な
ど
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
方
々
が
登
壇
し
、
長
期
化

す
る
コ
ロ
ナ
禍
で
「
助
か
る
い
の

ち
が
救
え
な
い
」
医
療
崩
壊
や
、

感
染
拡
大
を
止
め
る
た
め
に
奮
闘

し
て
き
た
保
健
所
な
ど
の
実
態
を

告
発
し
ま
し
た
。
あ
わ

せ
て
岸
田
政
権
に
よ
る

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
を
口
実
に
し
た

「
改
憲
と
軍
事
費
倍

増
」
を
批
判
し
ま
し

た
。「

人
手
の
不
足
す
る

医
療
・
介
護
の
現
場
」

や
「
低
賃
金
下
で
奮
闘

す
る
保
育
の
現
場
」
な

ど
の
処
遇
改
善
と
物
価

高
に
対
応
す
べ
き
賃
金

ア
ッ
プ
な
ど
を
求
め
て

訴
え
ま
し
た
。
保
険
診
療
を
行
う

診
療
所
の
医
師
・
歯
科
医
な
ど
の

方
は
、
75
才
以
上
の
高
齢
者
の
医

療
費
が
２
割
負
担
に
な
っ
た
こ
と

を
受
け
て
「
受
診
を
た
め
ら
う
人

が
出
て
い
る
」
と
し
て
健
康
悪
化

を
心
配
し
、
保
健
医
療
の
充
実
を

求
め
ま
し
た
。

集
会
は

①
医
療
・
社
会
保
障
の

拡
充
で
、
い
の
ち
と
人
権
を
守
る

政
治
へ
の
転
換

②
医
師
、
看
護

師
、
介
護
士
・
保
育
士
な
ど
の
大

幅
増
員
・
処
遇
改
善
、
公
衆
衛
生

の
充
実

③
患
者
・
利
用
者
の
負
担

増
ス
ト
ッ
プ

④
平
和
な
く
し
て
医

療
・
介
護
・
福
祉
な
し
ー
な
ど
、

集
会
ア
ピ
ー
ル
を
拍
手
で
採
択
。

銀
座
方
面
へ
向
け
て
パ
レ
ー
ド
を

行
い
ま
し
た
。

（
黒
木
）

※
エ
ッ
セ
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

感
染
リ
ス
ク
の
あ
る
中
で
も
私
達

が
生
活
し
て
い
く
上
で
「
必
要
不

可
欠
な
仕
事
」
、
国
民
生
活
の
根

幹
を
支
え
る
医
療
や
福
祉
、
保
育

な
ど
私
達
の
生
活
を
維
持
す
る
た

め
に
現
場
で
働
き
続
け
な
く
て
は

軍
事
費
削
り
医
療
・
介
護
へ

社
会
保
障
を
立
て
直
せ
総
行
動

４
ペ
ー
ジ
で
発
行
し
て
い
ま
す

※午前の受付時間は水・土のみ 9：00～12：30です

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして 2022年11月10日 第123号

10‣20

↑
日比谷野外音楽
堂のステージで
アピール

←厚生労働省に
向ってアピール
する江戸川健康
友の会参加者


